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緒   言 
 慢性閉塞性肺疾患（COPD）は、タバコ煙を主とする有害物質の長期吸入暴露によ





を立ち上げ、COPD の早期発見と診断、早期治療のための COPD 連携システムを構







 対象は 2006年 9月時点で、長崎県松浦市に在住する 50歳から 89歳までの全住民
8,878名であった。 
 COPD疑い者を効率的に選別するために、全対象者に 1次スクリーニングとして郵
送にて COPD 簡易問診票（11-Q）の調査を、2 次スクリーニングとして問診および
肺機能検査を行った。肺機能検査において 1秒率が 70%未満であった者、問診におい
て呼吸器症状を有した者は呼吸器内科専門医が診療する病院に紹介され、精査を経て
COPD の確定診断がなされた。COPD 検診は 2006 年と 2011 年に 2 回実施された。
さらに毎年松浦市が開催している特定健診事業等に肺機能検査のブースを設け、市民
に受診を呼びかけて新規 COPD 疑い者の発見を図った。確定診断者は、COPD 病診
連携システムによって定期的にフォローアップされるとともに、呼吸器教室や定期検
診、対象地域の医療者への研修会も毎年開催し、参加を促した。 
 確定診断を受けた COPD患者数を基に、松浦市における COPD推定患者数および
有病率を算出するとともに、COPD治療に要した医療費を調査した。長崎県国民健康
保険団体連合会のデータベースより、長崎県各市町の COPDに対する医療費を 2004
年から 2013 年までの 10 年間分抽出し、50歳以上の国民健康保険加入者 1 人あたり
のCOPD医療費を算出し、松浦市と当該市を除く長崎県全体との間で比較検討した。 
 
結   果 
 2006 年に実施した COPD 検診において、確定診断を受けた者は 140 名で、2011
年では 48 名であった。2006 年に実施した検診の結果から、松浦市における COPD








考   察 
 日本における COPD 患者数は 530 万人と推定されているが、実際に診断および治
療が行われている患者は約 26 万人で 5%にも満たない現状にある。今回の結果では、












 以上より、本 COPD検診は COPD患者の早期発見と治療に有用であり、継続的に
COPD対策事業を進めることで医療費を抑制できることが示唆された。 
 
